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まえがき 
 
平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う東日本大震災に

おきまして、被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。また、被災自治

体をはじめとした関係者の皆様の復旧・復興支援活動へのご尽力につきまして、

深く敬意を表します。 
陸中海岸国立公園を有する陸中海岸地域は、日本有数のリアス式海岸などの

特徴ある海の自然美や、海と人々の生活や産業が結びついた地域の姿などを目

的として多くの観光客が訪れていた地域ですが、東北地方太平洋沖地震（以下、

地震）は、それら観光資源に甚大な被害をもたらしました。 
地震発生から約 3 ヶ月が経った現段階では、各種ライフラインの復旧や瓦礫

の撤去、被災者のための仮設住宅の建設等が最優先課題として取り組まれてい

ます。あわせて、地域経済の復興もまた重要な取組課題であり、観光の着実な

復興はその大きな推進力になるものと考えます。 
本調査は上記のような背景をふまえ、陸中海岸地域の観光資源の地震後の状

況を把握するとともに、課題を抽出することを通して、同地域の今後の観光復

興への取り組みにおける基礎的な資料としていただくことを目的として実施し

たものです。 
観光資源の現状把握に当たっては、地震発生から約 2 ヶ月が経った平成 23

年 5 月中旬から下旬にかけて、当財団の研究員が実際に調査員として現地に赴

き目視した内容を元にしています。 
本調査の結果が、復興に携わる自治体や関係者の皆様の活動に少しでもお役

立ていただければ幸いです。 
 
 

平成 23 年 6 月 
財団法人日本交通公社 



 
 

 
 



 
 

 
東北地方太平洋沖地震後の陸中海岸地域における観光資源の状況把握調査 

報告書 
 

＜目次＞ 
 
第 1 章 陸中海岸地域の観光資源の現状把握 ........................................................................1 

1-1 調査方法 ......................................................................................................................1 
（1）調査対象地域...........................................................................................................1 
（2）調査対象とした観光資源 ........................................................................................1 
（3）調査方法と調査日程................................................................................................2 

1-2 調査結果の一覧 ...........................................................................................................4 
1-3 市町村別の調査結果 ................................................................................................. 12 
（1）久慈市 .................................................................................................................. 12 
（2）野田村 .................................................................................................................. 14 
（3）普代村 .................................................................................................................. 16 
（4）田野畑村 ............................................................................................................... 18 
（5）岩泉町 .................................................................................................................. 21 
（6）宮古市 .................................................................................................................. 23 
（7）山田町 .................................................................................................................. 26 
（8）大槌町 .................................................................................................................. 28 
（9）釜石市 .................................................................................................................. 29 
（10）大船渡市 ............................................................................................................. 31 
（11）陸前高田市 ......................................................................................................... 33 
（12）気仙沼市 ............................................................................................................. 35 
（参考）松島町・東松島市 ........................................................................................... 38 

 
第 2 章 陸中海岸地域の観光復興に向けた論点整理 .......................................................... 41 

2-1 観光資源の状況 ........................................................................................................ 41 
（1）資源（利用）タイプ別にみた状況 ....................................................................... 41 
（2）地域別にみた状況 ................................................................................................ 42 

2-2 観光復興に向けた論点 ............................................................................................. 43 
 

参考資料 1 対象地域の観光の状況 .................................................................................... 47 
参考資料 2 対象地域の市町村別概要 ................................................................................. 51 



 
 

 



1 

第 1 章 陸中海岸地域の観光資源の現状把握 

1-1 調査方法 
 
（1）調査対象地域 

本事業における対象地域は陸中海岸国立公園の関係市町村とした（対象市町村は下表参照）。 
※現地調査に当たっては、周辺の観光地である松島町、東松島市の主要な観光資源についても実施し

ている。 
 
（2）調査対象とした観光資源 

観光資源台帳*（財団法人日本交通公社）や各種パンフレットやウェブサイト（環境省東北地方環境事

務所、各市町村観光協会等）を情報源として、調査対象とする対象地域内の観光資源を抽出した。 
調査対象とした観光資源の数（市町村別）は下表の通りである。 

*(財)日本交通公社による調査。全国の主要な観光資源を抽出し、「美しさ」「珍しさ」「大きさ（長さ、

高さ）」「古さ（新しさ）」「地方色」に注目した評価基準に基づいてそれらのポテンシャルを評価した

もの。 
 

調査対象とした観光資源の数（市町村別） 
県名 市町村名 観光資源数 

岩手県 久慈市 5 
野田村 5 
普代村 8 
田野畑村 7 
岩泉町 5 
宮古市 17 
山田町 7 
大槌町 1 
釜石市 5 
大船渡市 5 
陸前高田市 6 

宮城県 気仙沼市 17 
計 88 

 
県名 市町村名 観光資源数 

宮城県 松島町 6 
東松島市 3 
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（3）調査方法と調査日程 
調査員が現地に赴き、目視により状況を把握した。調査実施日は以下の通りである。 

 
調査日程 

調査エリア 実施日 
山田町、大槌町 平成 23 年 5 月 16 日（月）～17 日（火） 
久慈市、野田村 5 月 19 日（木）～20 日（金） 
普代村、田野畑村、岩泉町 5 月 21 日（土）～22 日（日） 
宮古市 5 月 23 日（月）～25 日（水） 
気仙沼市、松島町、東松島市 5 月 25 日（水）～27 日（金） 
釜石市、大船渡市、陸前高田市 5 月 30 日（月）～31 日（火） 
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調査対象とした観光資源と立地 
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1-2 調査結果の一覧 
各観光資源の調査時点における状況は以下の通りである（表の見方は 9 ページを参照）。 

市町村 区分 資源名称 
状況評価 

特記事項 
観光資源評価 

ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ 資源 利用 

久慈市 
博物館・ 

美術館 

久慈市内陸

部 
久慈琥珀博物館 ◎ ◎ 影響は見られない。 － 

 
施設 やませ土風館 ◎ ◎ 影響は見られない。 － 

 
施設 久慈湾沿岸 

久慈地下水族科学館もぐ

らんぴあ 
× × 

資源（施設）全壊。利用不可能。夏

休みを目処に中心街で代替施設

における営業再開予定。 

－ 

 

岩石・ 

洞窟 

小袖海岸一

帯 
つりがね洞 ◎ ○ 

資源（洞窟）に影響は見られない。

付近のガードレール、海岸への階

段が一部損壊。 

－ 

 
施設 小袖海女センター × × 資源（施設）全壊。利用不可能。 － 

野田村 施設 
野田村内陸

部 

アジア民俗造形館 ◎ ◎* 

影響は見られない。6/1 より営業

中。 

（*観光協会 HP による） 

－ 

 
施設 

マリンローズパーク野田

玉川 
◎ ◎ 影響は見られない。 － 

 

岩石・ 

洞窟 

十府ヶ浦海

岸一帯 

大唐の倉 ◎ ○ 

資源（断崖）に影響は見られない。

景観対象となる野田港は瓦礫が散

乱している（アクセス自体は可能）。 

－ 

 
海岸 

十府ヶ浦

海岸 

活動対象 △ ×* 

資源（海浜）は、松林消失、汚損。

サービス施設（トイレ、シャワー）消

失のため利用不可（*関係者ヒアリ

ングによる）。 
－ 

 
鑑賞対象 △ ◎ 

資源（海浜）は汚損、後背の園地

や松林の大半が消失。 

 
史跡 西行屋敷跡 － × 

資源の状況は未確認。通行禁。利

用不可能。 
－ 

普代村 施設 まついそ公園 × × 

資源（護岸の一部やバーベキュー

サイトなど園地内の建物）消失。利

用不可能。 

－ 

 

地域 

景観 
三陸鉄道・大沢橋梁からの景観 ○ ◎ 

資源（漁港の景観）は消失してい

る。資源（自然景観）には影響は見

られない。 

－ 

 
海岸 

普代浜一帯 

普代浜 

活動対象 △ ×* 

資源（海浜）は、松林消失、浜の形

状変化、汚損。サービス施設（キャ

ンプ場施設、レストハウス）消失の

ため利用不可（*関係者ヒアリング

による）。 

B 

鑑賞対象 × ◎ 
資源（海浜）は、松林消失、浜の形

状変化、汚損。 

 

キャンプ

場 
普代浜園地キャンプ場 × × 

資源（キャンプ場施設）消失。利用

不可能。 
－ 

 
海岸 

黒崎一帯 

黒崎 
鑑賞対象 ◎ ◎ 影響は見られない。 B 
活動対象 ◎ ◎ 影響は見られない。 

 

現代建

造物 
黒崎灯台 ◎ ◎ 影響は見られない。 － 

 

キャンプ

場 

黒崎オートキャンプ場・ 

黒崎キャンプ場 
◎ ◎ 影響は見られない。 － 

 
海岸 アンモ浦展望台 ◎ ◎ 影響は見られない。 － 
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市町村 区分 資源名称 
状況評価 

特記事項 
観光資源評価 

ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ 資源 利用 

田野畑

村 
海岸 北山崎一帯 北山崎 ◎ ◎ 影響は見られない。 SA 

 
 

 
北山崎自然遊歩道 ○ ○ 

資源（断崖・海岸景観）は、一部で

瓦礫散乱・浜の形状変化。遊歩道

が一部損壊、隧道が通行禁止。 

－ 

 

地域 

景観 
机浜番屋群 × × 資源（番屋群）消失。利用不可能。 － 

 

キャンプ

場 
明戸キャンプ場・マレットゴルフ場 × × 資源（施設）消失。利用不可能。 － 

 

海岸 
鵜の巣断崖

一帯 

鵜の巣断崖 ◎ ◎ 影響は見られない。 

B 
 

鵜の巣断崖自然遊歩道 ○ ○ 

資源（断崖・海岸景観）は、一部で

瓦礫散乱、松林消失。遊歩道が一

部損壊、隧道が通行禁止。 

 

博物館・

美術館 
歴史民俗資料館 ◎ ◎ 影響は見られない。 － 

岩泉町 
岩石・ 

洞窟 
龍泉洞 ◎ ◎ 影響は見られない。 A 

 

岩石・ 

洞窟 
安家洞 ◎* ◎* 

影響は見られない。（*公式WEBサ

イトによる） 
A 

 
海岸 

茂師海岸 

一帯 

熊の鼻 ◎ ○ 
資源（断崖）への影響は見られな

い。一部施設損壊。 
－ 

 
海岸 茂師海岸 ○ ○ 

資源（海岸景観）は、瓦礫が散乱。

海岸沿いの道が一部損壊。 
－ 

 

 施設 ふれあいらんど岩泉 ◎ ○ 

資源（施設）への影響は見られな

い。一部のコテージで被災者を受

入中。 

－ 

宮古市 海岸 大須賀海水浴場 ○* ×* 

資源（海浜）は瓦礫が散乱。周辺が

瓦礫置き場となっており通行不可。

利用不可能。（*関係者ヒアリングに

よる） 

－ 

 

キャンプ

場 
姉吉キャンプ場 × × 

資源（キャンプ場施設）消失。利用

不可能。 
－ 

 
原野 十二神自然観察教育林 ◎* ◎* 

影響は見られない。（*関係者ヒアリ

ングによる） 
－ 

 

岩石・ 

洞窟 
トドヶ崎 ◎* ×* 

資源（景観）への影響は見られな

い。トドヶ崎に通じる遊歩道は一部

損壊。利用不可能。（*関係者ヒアリ

ングによる） 

B 

 
海岸 女遊戸海水浴場 △ × 

資源（海浜）は巨大な構造物の破

片が散乱。利便施設は消失。利用

不可能。 

B 

 

キャンプ

場 
中の浜キャンプ場 × × 

資源（キャンプ場施設）消失。利用

不可能。 
－ 

 

岩石 

・洞窟 
姉ヶ崎 ◎ ◎ 影響は見られない。 － 

 

博物館・

美術館 
県立水産科学館 ◎ ◎ 

影響は見られない。調査時無料開

放中。 
－ 
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市町村 区分 資源名称 
状況評価 

特記事項 
観光資源評価 

ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ 資源 利用 

宮古市 海岸 

浄土ヶ浜

一帯 

 

浄土ヶ浜一帯の景観 

（遠景） 
◎* ○* 

資源（浄土ヶ浜一帯の景観）には

影響は見られない。モーターボート

観光、貸ボート観光は営業を中

止。7 月を目処に観光船の再開と

浄土ヶ浜エリアの復旧工事の完了

を予定。（*関係者ヒアリングによる） 

A 

 
海岸 浄土ヶ浜 

活動対象 ○ × 
資源（海浜）は瓦礫などが散乱。営

業中止中のため利用不可能。 

－ 
鑑賞対象 

（近景） 
○ ○ 

資源（浄土ヶ浜一帯の景観）は瓦

礫などが散乱。遊歩道は一部、手

すりの損壊や、路面が消失。 

 
海岸 蛸の浜 ○ ×* 

資源（海浜）は一部瓦礫が散乱。

浄土ヶ浜と蛸の浜をつなぐアクセス

道が損壊しているため利用不可

能。（*関係者ヒアリングによる） 

－ 

 
島 日出島 ◎* ×* 

資源（島）に影響は見られない。観

光船営業中止のため、利用不可

能。（*関係者ヒアリングによる） 

－ 

 

岩石・ 

洞窟 
ローソク岩 ◎* ×* 

資源に影響は見られない。観光船

営業中止のため、利用不可能。（*

関係者ヒアリングによる） 

－ 

 

岩石・ 

洞窟 
潮吹穴 － × 

資源の状況は未確認。倒木によ

り、アクセス道閉鎖のため、利用不

可能。 

－ 

 
海岸 真崎海岸 － × 

資源の状況は未確認。通行禁止の

ため利用不可能。 
－ 

 

キャンプ

場 
沼の浜キャンプ場 × × 

資源（キャンプ場施設）消失のため

利用不可能。 
－ 

 

岩石・ 

洞窟 
三王岩 ◎ ◎ 資源への影響は見られない。 － 

 
施設 シートピアなあど × × 

資源（施設）は損壊しているため、

利用不可能。 
－ 

山田町 島 オランダ島 － × 

資源の状況は未確認。観光船の発

着所が損壊しているため利用不可

能。 

－ 

 岬 赤平金剛 － × 

資源の状況は未確認。船の発着場

所となる漁港が損壊しているため

利用不可能。 

－ 

 岬 大釜崎 － × 

資源の状況は未確認。船の発着場

所となる漁港が損壊しているため

利用不可能。 

－ 

 
博物館・

美術館 
鯨と海の科学館 － × 

資源（施設）の状況（内部）は未確

認。周囲ががれき置き場となってい

るため利用不可能。 

－ 

 海岸 荒神海水浴場 － × 
資源の状況は未確認。周辺の道路

が通行不可のため利用不可能。 
－ 

 島 タブの大島 ◎ ○ 

資源（景観）に影響は見られない。

展望台（四十八坂）は一部立入禁

止箇所あり。 

－ 

 岬 明神崎 － × 

資源の状況は未確認。船の発着場

所となる漁港が損壊しているため

利用不可能。 

－ 
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市町村 区分 資源名称 
状況評価 

特記事項 
観光資源評価 

ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ 資源 利用 

大槌町 海岸 浪板海岸 

活動対象 △ × 
資源（海浜）は大部分が消失。立

入禁止のため利用不可能。 

－ 

鑑賞対象 △ ○ 

資源（海浜および松林）は大部分

が消失。道路から眺めることは可

能。 

釜石市 岬 御箱崎千畳敷 － － 

資源の状況は未確認周辺の道路

が通行不可のため利用は不可

能。。 

－ 

 
現代建

造物 
釜石港湾口防波堤 ◎ ◎ 影響は見られない。 － 

 

社寺／

施設 

 

釜石大観音 ◎ ○ 

資源（施設）に影響は見られない。

入館は可能だが展望台は立入禁

止。 

－ 

 
博物館・

美術館 
鉄の歴史館 － × 

資源（施設）の状況は未確認。自

衛隊の拠点となっているため利用

不可能。 

－ 

 海岸 根浜海岸 × × 資源（海浜）消失。利用不可能。 － 

大船渡

市 
海岸 

碁石海岸一

帯 

碁石浜 △ × 
資源（海浜）規模縮小。道路損壊

のため利用不可能。 
B 

 岬 碁石岬 ◎ ◎ 影響は見られない。 B 

 
岩石・洞

窟 
穴通磯 ◎ ◎ 影響は見られない。 － 

 
博物館・

美術館 
世界の椿館 ○* ×* 

資源（施設）の一部損壊。休館中

のため利用不可能。（*施設入口の

掲示による） 

－ 

 海岸 吉浜海水浴場 × × 資源（海浜）消失。利用不可能。 － 

陸前高

田市 
海岸 高田松原 × × 

資源（海浜・園地）消失。利用不可

能。 
B 

 社寺 黒崎神社 ◎ ○ 
資源に影響は見られない。広田半

島への道路が一部損壊。 
－ 

 史跡 玉山金山址 ◎ ◎ 影響は見られない。 － 

 島 椿島ウミネコ繁殖地 ◎ ○ 
資源に影響は見られない。広田半

島への道路が一部損壊 
B 

 
キャンプ

場 
オートキャンプ場モビリア ◎ × 

資源（施設）に影響は見られない。

被災者受け入れ中のため利用不

可能。 

－ 

 
博物館・

美術館 
海と貝のミュージアム × × 資源（施設）全壊。利用不可能。 － 

気仙沼

市 
施設 海の市・氷の水族館 △ × 

資源（施設）の一部が損壊。利用

不可能。 
－ 

 
地域景

観 
海の道 △ ○ 

舗装、街路樹等が流出。舗装損壊

のため、一定の制約の上であれば

利用可能 

－ 

 
岬／社

寺 
神明崎・浮見堂 △ × 

資源（浮見堂）が損壊。立入禁止

のため利用不可能。 
－ 

 
地域景

観 
気仙沼市魚市場 △ × 

資源（施設）の一部が損壊。利用

不可能。 
－ 

 
地域景

観 
魚町屋号通り × × 

資源（街並みを構成する建物）が

全壊もしくは半壊。利用不可能。 
－ 

 海岸 大理石海岸 - × 

資源の状況は未確認。倒木や土

砂崩れにより道路が閉鎖されてい

るため利用不可能。 

－ 
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市町村 区分 資源名称 
状況評価 

特記事項 
観光資源評価 

ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ 資源 利用 

気仙沼

市 

海岸／

岩石・洞

窟 

巨釜・半造 ◎ ○ 

資源（折石等）に影響は見られな

い。遊歩道の一部が倒木や崖崩れ

のため通行禁止。レストハウスやキ

ャンプ場は営業中止中。 

B 

 海岸 九九鳴き浜 ○ ○ 

資源（海浜）が一部汚損（ゴミや流

木の漂着）している（鳴き砂には影

響は見られない）。瓦礫などが散乱

しているため、一定の制約の上で

あれば利用可能 

－ 

 施設 唐桑半島ビジターセンター（津波体験館） ◎ ◎ 影響は見られない。 － 

 岬 御崎 ◎ ○ 

資源に影響は見られない。遊歩道

の一部が倒木や崖崩れで通行禁

止。 

－ 

 
岬 

岩井崎一

帯 

岩井崎 ◎ ○ 

資源（眺望・潮吹き岩）に影響は見

られない。一部の設備（遊歩道、ト

イレ等）が損壊のため、一定の制約

の上であれば利用可能。 

－ 

 秀の山雷五郎像 ○ ◎ 
資源の一部（台座）が損壊。利用に

影響は見られない。 
－ 

 施設 岩井崎プロムナードセンター × × 資源（施設）が全壊。利用不可能。 － 

気仙沼

市 
海岸 お伊勢浜 × × 資源（海浜）が消失。利用不可能。 － 

 施設 はまなすステーション × × 資源（施設）が全壊。利用不可能。 － 

 海岸 大谷海水浴場 × × 資源（海浜）が消失。利用不可能。 － 

 海岸 小泉海水浴場 × × 資源（海浜）が消失。利用不可能。 － 

 
（参考） 

市町村 区分 資源名称 
状況評価 

特記事項 
観光資源評価 

ポテンシャル 資源 利用 

松島町 海岸 

松島一帯 

松島一帯の景観 ◎ ◎ 

影響は見られない。遊覧船や周辺

施設、飲食店、物販施設なども多く

が営業再開。観光協会を中心に影

響状況、再開情報等を積極的に発

信中。 

A 

 社寺 瑞巌寺 ◎ ◎ 影響は見られない。 A 
 社寺 円通院 ◎ ◎ 影響は見られない。 － 

 社寺 五大堂 ○ ◎ 
資源の一部（灯篭、柵）が損壊。利

用に影響は見られない。 
B 

 施設 観瀾亭 
活動対象 ○ ◎ 

資源の一部（柵）が損壊。利用に影

響は見られない。 A 
鑑賞対象 ◎ ◎ 資源（眺望）に影響は見られない。 

 施設 マリンピア松島水族館 ◎ ◎ 

影響は見られない（浸水・汚損はあ

ったが回復した）。4 月末から営業

再開。 

－ 

東松島

市 海岸 
野蒜（のびる）海岸 × × 資源（海浜）が消失。利用不可能。 － 

 海岸 里浦 × × 資源（海浜）が消失。利用不可能。 － 

 海岸 月浜海水浴場 × × 資源（海浜）が消失。利用不可能。 － 
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【一覧表の見方】 
 
①市町村 
当該観光資源が存在する市町村名。 

 
②区分 

観光資源台帳（財団法人日本交通公社）を参考に、下記の通り観光資源の区分を設定した。 
 
（自然資源）原野／海岸／岬／島／岩石・洞窟 
（人文資源）史跡／社寺／地域景観／現代建造物／博物館・美術館／施設／キャンプ場 
 
③資源名称 
市町村が発行、発信するパンフレット、ホームページを参考にして資源名称を記入した。 
記入に当たっての主な方針は以下の通りである。 

 
・ある観光資源を中心として一帯のものととらえられる場合は、「●●一帯」とし、含まれる観光資

源を列挙した。 
・一つの観光資源でレクリエーションの場としての「活動対象」、景観や眺望として楽しむ「鑑賞対

象」の 2 つの利用タイプがある場合は、それぞれの区分を併記した。 
 
④状況評価 
「観光資源そのものの状況」と「観光資源の利用の状況」の両面から評価した。 

 
「観光資源そのものの状況」の評価基準 

凡例 評価基準 

◎ 影響は見られない。 

○ 
資源の一部について軽微な影響が見られる（人の手が入れば回復が可能である）。 
例：汚損、瓦礫などの散乱 など 

△ 
資源の一部について重大な影響が見られる（人の手が入っても回復できない部分がある）。 
例：部分的損壊、浸水、巨大構造物の漂着、規模縮小 など 

× 
資源は元の姿を全く留めていない。 
例：全壊、消失 など 

－ 目視による確認ができなかった。 
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「観光資源の利用の状況」の評価基準 
凡例 評価基準 

◎ 影響は見られない。 

○ 
一定の制約の上であれば観光利用が可能である。 
例：一部が立入禁止、一部施設の営業停止、一部施設の利用不可能 など 

× 現状では観光利用は不可能である。 

－ 目視による確認ができなかった。 

 
⑤特記事項 
「④状況評価」に関連するコメントを付した。 
なお、本調査では、「観光資源そのもの」と、「当該観光資源を楽しむための設備（遊歩道、展望台等）

や、利便・情報施設（トイレ、物販施設、ビジターセンター等）」を分けて考え、後者についての地震の

影響等については本欄に記載した。 
 
⑥観光資源ポテンシャル 

観光資源台帳（財団法人日本交通公社）に記載がある観光資源については、その評価結果を付した。 
 

観光資源台帳における評価基準 
凡例 評価基準 

SA 
特 A 級：我が国を代表する資源でかつ世界にも誇示しうるもの。わが国のイメージ構成の基

調となりうるもの。 

A 
A 級：特 A 級に準じ、その誘致力は全国的で観光重点地域の原動力として重要な役割をもつ

もの 

B B 級：地方スケールの誘致力をもち地方のイメージ構成の基調となりうるもの 

－ 観光資源台帳に記載がないもの 
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評価一覧表の構成（例：宮古市・浄土ヶ浜一帯） 

市町村 区分 資源名称 
状況評価 

特記事項 
観光資源 

ポテンシャル 資源 利用 

宮古市 

海岸 

浄土ヶ浜一帯 

 

浄土ヶ浜一帯の景観 

（遠景） 

◎* ○* 

資源（浄土ヶ浜一帯の景観）には

影響は見られない。モーターボー

ト観光、貸ボート観光は営業を中

止。7 月を目処に観光船の再開と

浄土ヶ浜エリアの復旧工事の完

了を予定。（*関係者ヒアリングに

よる） 

A 

海岸 浄土ヶ浜 

活動対象 ○ × 
資源（海浜）は瓦礫などが散乱。

営業中止中のため利用不可能。 

－ 
鑑賞対象 

（近景） 
○ ○ 

資源（浄土ヶ浜一帯の景観）は瓦

礫などが散乱。遊歩道は一部、

手すりの損壊や、路面が消失。 

海岸 

蛸の浜 

○ ×* 

資源（海浜）は一部瓦礫が散乱。

浄土ヶ浜と蛸の浜をつなぐアクセ

ス道が損壊しているため利用不

可能。（*関係者ヒアリングによる） 

－ 

 

資源を楽しむための整備や施

設については、資源には含め

ず、その状態を利用と合わせ

て特記事項で記述する 

「浄土ヶ浜一帯」に

含まれる「浄土ヶ浜

一帯の景観」「浄土

ヶ浜」「蛸の浜」を列

挙 

一つの資源で複数の

利用タイプがある場

合は、「活動対象」と

「鑑賞対象」に分類 
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1-3 市町村別の調査結果 
 
市町村ごとに「従前の観光資源の状況」「地震後の観光資源の状況」「観光復興に向けた所感」を取り

まとめた。 
 
（1）久慈市 
【調査日：平成 23 年 5 月 19 日～20 日】 
 
①従前の観光資源の状況 

岩手県北東部の沿岸に位置する久慈市は、陸中海岸国立公園の北の玄関口となっており、北三陸なら

ではの奇岩や巨岩が観光資源となっている。全国有数の琥珀の産地でもあり、専門の博物館を擁す。 
 

②地震後の観光資源の状況 
＜久慈市内陸部＞ 

「久慈琥珀博物館」、「やませ土風館」が位置する久慈市の内陸部は地震の影響を受けておらず、2 館

共に通常通り営業中であり、通行についても影響は見られない。「久慈琥珀博物館」では、被災者の入館

料を無料とし、やませ土風館では、震災当日及び復興活動の様子を写した写真展を開催している。 

 

（写真）左：久慈琥珀博物館／中央：やませ土風館／右：やませ土風館内での写真展 

 

＜侍浜海岸一帯＞ 

侍浜岩場海水プールについては、岩場に造られたプール内に大量の砂利や岩などが散乱しており、こ

れらの撤去ができれば、利用が可能である。 

  
（写真）左：侍浜岩場海水プールへの遊歩道／右：侍浜岩場海水プール 

＜久慈湾沿岸＞ 

「久慈市地下水族科学館もぐらんぴあ」については、地震によって発生した津波で建物が全壊し、元

の姿を全く留めていない。通行はできるものの、付近は瓦礫撤去作業中につき、現状では観光利用は不

可能である。飼育していた約 200 種 3,000 匹のうち、生き残った 8 種 20 匹は青森県八戸市の市水産科

学館が代わりに飼育しており、夏休みを目途に久慈市中心部での営業再開を目指している（朝日新聞 5
月 15 日朝刊）。 
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（写真）左：もぐらんぴあ休館の案内看板／右：もぐらんぴあ周辺 

 

＜小袖海岸一帯＞ 

小袖海岸一帯沿いの道路は地震によって発生した津波の影響で一部路肩の崩壊などの被害が見られる

ものの、通行は可能である。 
小袖海岸を代表する景勝地である「つりがね洞」への影響は見られない。利用に当たっては、海岸と

道路を結ぶ階段、標識、付近のガードレールは、津波による被害を受け損壊している。また、漂流物が

海岸に打ち上げられており景観を阻害しているため、一定の制約の上であれば観光利用が可能である。 
『北限の海女』として知られ、資料の展示や海の幸の直売などがされていた「小袖海女センター」は、

平成 22 年 8 月にリニューアルされたばかりであったが、地震によって発生した津波により全壊し、元

の姿を全く留めていない。隣接するトイレも消失している。海女の実演が見られた海岸は、一部遊歩道

の欄干などの損壊がある。現状では観光利用は不可能である。 

   
（写真）左：つりがね洞／中央：つりがね洞周辺道路／右：つりがね洞撮影スポットの海岸への階段 

 

③観光復興に向けた所感 
沿岸部の人工の観光資源については、地震による津波によって全壊している状況で、全く元の姿を留

めていない。再建するかどうかを含め、今後の復興仮定の中で検討していく必要がある。一方、内陸部

の観光施設、並びに沿岸部でも景勝地となる岩などの自然資源そのものには影響は見られないため、ま

ずは現存の観光資源の利用を前提に、安全性に配慮したインフラ整備が、課題であろう。 
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（2）野田村 
【調査日：平成 23 年 5 月 19 日～20 日】 
 
①従前の観光資源の状況 

陸中海岸国立公園の北部に位置する野田村は、古くから製塩が行われ、東北の内陸部と沿岸部を結ぶ

『塩の道』として重要な交易の場であった。村内の十府ヶ浦海岸一帯は、緩やかな弧を描く海岸線が約

3.5km に及ぶ海岸であり、海水浴場としても利用されてきた。 
 

②地震後の観光資源の状況 
＜野田村内陸部＞ 

「アジア民俗造形館」、「マリンローズパーク野田玉川」が位置する野田村内陸部は、津波の影響を受

けておらず、2 館共に影響は見られない。「アジア民俗造形館」については、視察時は休業中、6 月 1 日

より営業（野田村観光協会ウェブサイト）。両館共に通行についても影響は見られない。 

  
（写真）左：アジア民俗造形館／右：マリンローズパーク野田玉川 

 

＜十府ヶ浦海岸一帯＞ 

美しい稿模様が特徴の「大唐の倉」については、影響は見られない。ただし、展望地となる野田港付

近は瓦礫が散乱しているため、一定の制約のもとであれば観光利用が可能である。 

    
（写真）左：大唐の倉／右：大唐の倉周辺 
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「十府ヶ浦海岸」については、海浜は残ったものの、地震によって発生した津波により後背の園地や

松林の大半が消失しており、景観的な魅力は大幅に損なわれ、現状では観光利用は不可能である。また、

海岸の後背に形成されていた町の市街地も半分近くが消失するなど、元の姿を全く留めていない。 

 
（写真）左：野田村市街地／右：十府ヶ浦海岸 

 
「西行屋敷跡」については、現地までの道路が通行禁止のため、資源の状況については確認できてい

ない。 

  
（写真）西行屋敷跡へのアクセス道  

 

③観光復興に向けた所感 
内陸部の観光施設や沿岸部でも現存している自然観光資源を中心に、安全な利用のためのインフラ整

備に努め、観光ルートを再構築に向けた検討が重要であると思われる。、 
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（3）普代村 
【調査日：平成 23 年 5 月 22 日】 
 

①従前の観光資源の状況 
普代村は、海食断崖の勇壮な地形が見られる景勝地・黒崎（黒崎展望台、灯台）を中心として、キャ

ンプ場が隣接する「普代浜」や、海浜レクリエーション施設を有する「まついそ公園」等を有する。 
 

②地震後の観光資源の状況 
＜まついそ公園周辺、大沢橋橋梁＞ 

堀内漁港に隣接する「まついそ公園」は、磯場の他、海水ミニプール、ジャングルジム、バーベキュ

ーサイト等が整備され、家族客などに親しまれてきた。 
地震により、堤防や親水性に配慮した護岸は残されたものの、園地内の構造物はほとんどが消失し、

現在は利用できない状況である。隣接する堀内漁港も水産関連施設が全壊している。三陸鉄道北リアス

線の中で絶好の視点場である沢川河口部にかかる「三陸鉄道・大沢橋梁」は、橋自体には影響は見られ

ないが、眼下の沢漁港は堤防等が損壊している。 

 
（写真） 左：まついそ公園／右：三陸鉄道・大沢橋梁 
 

＜普代浜周辺＞ 

普代川河口部には、白い海浜が美しい普代浜があり、その後背地には松林の良好な環境を活かした普

代浜園地キャンプ場が整備され、夏期は海浜レクリエーション地として人気を得ていた。 
「普代浜」は地震後も残ったが、海浜はキャンプ場前の砂が大きく移動したため、キャンプ場周辺で

は砂浜が縮小している。また、「普代浜」の観光対象としての海岸景観は、後背地の松林の消失により、

重大な影響が見られる。休業中であったレストハウスも流出した。また、後背地の「普代浜園地キャン

プ場」に整備されていたトイレ、シャワー、炊事場等が消失している。 
普代浜の後背地にある大規模な防潮水門により、普代川沿いの村中心部や集落においては地震による

被害は見られない。 

 
（写真） 左：普代浜園地キャンプ場／右：普代浜 
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＜黒崎周辺＞ 

150～200ｍに及ぶ断崖が連なり、北緯 40 度に位置する陸中海岸の景勝地の一つである黒崎一帯は、

周遊観光時の立ち寄り地の 1 つとして人気を得ていた。また、「黒崎オートキャンプ場・黒崎キャンプ

場」では、キャンプサイト（オートキャンプ 23 区画、一般キャンプ約 50 張）、共同炊事場（4 箇所）、

トイレ（2 箇所）等が整備されていた。 
「黒崎灯台」や展望台及びそこからの海岸景観に影響は見られない。「黒崎灯台」や展望台自体も地震

による影響は見られない。また近隣の「アンモ浦展望台」とそこからの海岸景観も影響は見られない。 
黒崎展望台周辺にある国民宿舎「くろさき荘」も被害は見られず営業している。また、「黒崎オートキ

ャンプ場・黒崎キャンプ場」も地震の影響は見られない。 

 
（写真） 左：黒崎灯台／右：アンモ浦展望台 

 

③観光復興に向けた所感 
代表的な海岸景勝地であり断崖上部の観光利用が中心となる黒崎一帯はほとんど被害が見られない。

一方、当村のもう一つの魅力である海浜レクリエーション面では、景勝地でもあった「普代浜」や「ま

ついそ公園」が地震により施設や松林等が消失している。今後活用を進めていく上では、安全面や景観

に配慮した再整備が課題であると思われる。 
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（4）田野畑村 
【調査日：平成 23 年 5 月 22 日】 
 

①従前の観光資源の状況 
田野畑村は、陸中海岸北部の代表景観である北山崎や鵜の巣断崖の海岸観光に加え、近年は漁村の生

活文化資源を生かした『番屋ツーリズム』をコンセプトに、番屋体験やサッパ船ツアーなどの体験型観

光を推進してきた。 
 

②地震後の観光資源の状況 
＜北山崎周辺＞ 

200m の断崖景観が魅力の「北山崎」は、陸中海岸国立公園を代表する景勝地であり、当財団の観光

資源台帳において特 A 級資源に評価されている。また「北山崎」を経て弁天崎まで海岸沿いに整備され

ている「北山崎自然遊歩道」は『日本の遊歩百選』に指定されている。 
「北山崎」は、視点場である第 1 展望台及びそこからの海岸景観に地震による影響は見られず、第 2、

第 3 展望台にも影響は見られない。周辺施設である駐車場、園地、北山崎ビジターセンター、土産品店・

飲食店（4 軒）等、断崖上部の施設についても影響は見られない。断崖下に点在する海浜は地震による

被害が見られ、特に海浜への通行のための道路や遊歩道の損壊、後背地の番屋の消失、海浜の形状の変

化等の影響が見られる。なお、「北山崎自然遊歩道」は、上記被害及び隧道の安全性等の点から現在海岸

部の通行はできない。 
※北山崎一帯の断崖に自生する岩手県の天然記念物「シロバナシャクナゲ群落」への被害は未確認。 

 
（写真）上段左：第１展望台からの北山崎／上段中央：北山崎第１展望台 

下段左：北山崎ビジターセンター／下段中央・右：北山浜 
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＜机浜番屋群周辺＞ 

机地区の海岸部には、断崖景観に囲まれた机漁港と約 30 棟の漁師番屋が集まる「机浜番屋群」があ

り、番屋群は水産庁『未来に残したい漁業漁村の歴史文化財産百選』に選定されている。この地区は、

サッパ船アドベンチャーズや番屋ガイドなど漁村の暮らしをテーマとしたエコツーリズムの舞台として

活用されてきた。 
地震により、机漁港は堤防が横倒しになり岸壁の崩落も見られるなど大きく損壊しており、番屋群や

新たに体験施設として整備した体験番屋、トイレ等は全て消失している。 

 
（写真） 左：机浜番屋群（地震の前の様子）／右：机浜番屋群跡 

 

＜明戸キャンプ場周辺＞ 

明戸浜の後背地は、堤防内側の広大な松林の中に「明戸キャンプ場・マレットゴルフ場」が整備され、

村民や県内客のレクリエーションに利用されてきた。 
津波高が堤防を大きく越える高さであったため、ほぼ全ての松林及び施設が消失しており、堤防そば

の田野畑村漁協さけ・ます孵化場の建屋も全て消失している。地震に伴う津波被害は内陸の集落にまで

及んでいる。 

 

（写真） 左：明戸キャンプ場があった松林／中央：損壊した堤防／右：明戸浜 
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＜鵜の巣断崖周辺＞ 

「鵜の巣断崖」は、「北山崎」と並ぶ景勝地であり、断崖手前の駐車場・トイレ（鵜の巣断崖さわやか

トイレ）、松林内の散策道（約 500ｍ）、展望台等が整備されている。「鵜の巣断崖」下の真木沢海岸から

島越に至る海岸沿いは、隧道でつながった「鵜の巣断崖自然遊歩道」として、断崖と小さな浜が連続す

る景観を歩きながら楽しむコースとなっていた。 
断崖上部に位置している各施設の地震による影響は見られず、展望台からの海岸景観にも影響は見ら

れない。鵜の巣断崖駐車場から断崖下の真木沢海岸に降りる遊歩道は地震による倒木が多く、断崖下の

真木沢海岸も奥地まで津波の被害を受けたため、漂流物などが散乱している。「鵜の巣断崖自然遊歩道」

は隧道の安全性等の問題で通行禁止となっている。 

 
（写真） 左：鵜の巣断崖展望台／中央：展望台からの鵜野巣断崖景観／右：真木沢海岸 
 
③観光復興に向けた所感 

代表的な資源が海岸部に集積しているが、陸中海岸国立公園の代表的な景勝地である「北山崎」、「鵜

の巣断崖」とも、展望台からの海岸景観にはほとんど影響は見られず、資源価値は損なわれていない。

展望台周辺の施設にも影響は見られないことから、今後の観光利用面での大きな支障はないと考えられ

る。 
しかし、断崖下の遊歩道、海浜、海岸などでは損壊や消失等の影響が見られ、今後の海浜レクリエー

ション活用には、安全性の確認とともにトイレをはじめとする最低限の利便性の確保が課題であると思

われる。また、シンボルであった机浜番屋群をはじめとする漁村風景や漁船の消失、漁港の損壊等、近

年推進してきた地域の暮らしや生業と結びついた体験型観光への影響は大きく、新たなテーマの掘り起

こし等が必要であろう。更にホテル羅賀荘が営業再開の目途が立たないことから、宿泊の受け入れ環境

づくりも今後の大きな課題であると思われる。 
 



21 

（5）岩泉町 
【調査日：平成 23 年 5 月 21 日】 
 

①従前の観光資源の状況 
岩泉町は本州で最も広い町であり、内陸部では日本三大鍾乳洞に数えられ、国の天然記念物にも指定

されている「龍泉洞」や、日本最長（10km）の鍾乳洞「安家（あっか）洞」、レクリエーション施設の

「ふれあいランド岩泉」等の他、海岸部では奇岩地形の「熊の鼻」や「茂師海岸」を有する。 
 

②地震後の観光資源の状況 
＜龍泉洞周辺、安家洞周辺＞ 

「龍泉洞」や「安家洞」は、いずれも内陸部にあり影響は見られない。 
 

＜熊の鼻、茂師海岸周辺＞ 

「熊の鼻」は、対岸の半島の形状が熊の頭と鼻先に似ているとされ、展望台から展望できる。展望台

はアプローチが長いが、車での通行が可能で、展望台及びそこからの海岸景観に影響は見られない。た

だし、展望台に設置されたトイレは、現在使用が禁止されている。 
「茂師海岸」は、地名から『モシ竜』と名付けられた日本で初めて草食性大型恐竜の化石が発見され

た地として有名であり、独特の海食地形で知られる。国道 45 号沿いに展望台があり、駐車場の一部が

立入禁止となっているが、そこからの景観に影響は見られない。展望台直下の茂師漁港は地震の影響が

大きく、茂師漁港では堤防や漁業関連施設が消失しており、そこからの「茂師海岸」の遊歩道は、瓦礫

など（落石、テトラポット、流木等）が散乱しており立ち入ることができない。 
※「モシ竜」関連資源への被害は未確認。 

 
（写真）上段左：熊の鼻展望台／上段中央：展望台からの海岸景観／上段右：展望台トイレ 

下段左：展望台からの茂師海岸／下段右：茂師海岸（海岸部） 
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＜ふれあいらんど岩泉周辺＞ 

町の観光・レクリエーションの拠点施設の一つである「ふれあいらんど岩泉」は、海岸部よりやや内

陸（約 20km）に位置しており、施設そのものには地震の影響が見られない。同施設には、オートキャ

ンプ場やコテージ、多目的広場、パークゴルフ場などがあるが、現在、パークゴルフ場以外は被災者の

受け入れ施設として利用されている。 
 
③観光復興に向けた所感 

海岸部に位置する観光資源は、「茂師海岸」、「熊の鼻」などであり、このうち、特に「茂師海岸」は津

波による損壊が大きい。今後も引き続き観光資源として活用していくためには、再整備していくことが

望ましい。 
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（6）宮古市 
【調査日：平成 23 年 5 月 23 日～25 日】 
 

①従前の観光資源の状況 
宮古市では、三陸地域の主要な立ち寄り箇所である「浄土ヶ浜」を擁しており、鑑賞対象（景勝地）、

活動対象（海水浴、観光船による海上からの奇岩見学等）として様々な利用がされていた。また、環境

省の『快水浴百選』に選出された三ヶ所の海水浴場や、これらの海水浴場周辺に整備されたキャンプ場

や、、本州最東端である「トドヶ崎」などを有する。また、陸中海岸に属する他の市町村の中では 550

室と最も宿泊収容量が大きく、三陸観光の中心的な役割を担っている。 

 

 

②地震後の観光資源の状況 
＜浄土ヶ浜地区＞ 

「浄土ヶ浜」に影響は見られない。高台に位置する環境省のビジターセンター、浄土ヶ浜パークホテ

ル、駐車場、展望台に影響は見られない一方、浄土ヶ浜観光の目玉でもあった観光船は、2 艘のうち 1
艘が陸へ打ち上げられ、地震以後、営業中止となっている。また、沿岸部に位置するレストハウス、マ

リンハウスは一度浸水したため、一部損壊、沿岸部のトイレは全壊しているため、現状では利用不可能

である。遊歩道は舗装や手すりが損壊しており、一定の制約の上であれば利用可能である。（遊歩道につ

いては震災前、寒波による被害から一部通行禁止となっていた。）「蛸の浜」は瓦礫などが散乱しており、

その一部について軽微な影響が見られる。橋の損壊により、浄土ヶ浜から蛸の浜までの遊歩道は通行不

可能であり、現状では利用不可能である。浄土ヶ浜一帯近隣の「県立水産科学館」への影響は見られな

い。 
宮古市街を通過する際には、一部で信号機が機能していない箇所があるが、浄土ヶ浜一帯までは通行

可能である。宮古市では、浄土ヶ浜エリアの早期営業再開を視野に入れ、7 月を目処に、観光船の営業

再開と施設整備を進めていく意向である。 

 
（写真）上段左：浄土ヶ浜レストハウスと遊歩道／上段中央：浄土ヶ浜周辺遊歩道／上段右：トイレ（マリンハウス付近） 

下段左：トイレ・東屋（遊歩道付近）／下段中央：浄土ヶ浜／下段右：浄土ヶ浜展望台 
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＜重茂地区＞ 

重茂地区には本州最東端岬である「トドヶ崎」があり、トドヶ崎へ通じる自然遊歩道（約 4km、1 時

間程度）は、地震により歩道の一部が損壊しており、一定の制約の上であれば利用可能である。 
また、自然遊歩道の出発点には「姉吉キャンプ場」が整備されている。キャンプ場の目の前には姉吉

浜があり、釣り、ハイキングなどを中心に利用されていた。「姉吉キャンプ場」、姉吉浜は地震の影響に

より、全て消失しており、元の姿を全く留めていない。観光資源が沿岸部に点在している重茂地区では、

従来通りの利用には時間を要するものと考えられる。 
 

 
（写真）上段左：姉吉キャンプ場（シャワー室）／上段中央：姉吉キャンプ場（炊事場）／上段右：姉吉浜付近 

下段左：トドヶ崎遊歩道入口付近／下段中央：トドヶ崎遊歩道（津波浸水エリア）／下段右：トドヶ崎遊歩道（津

波浸水していないエリア） 

 

＜田老地区＞ 

環境省『日本の快水浴場百選』に選ばれた「真崎海岸」は立ち入り禁止となっており、通行できない。

「沼の浜キャンプ場」は地震により消失している。「三王岩」への影響は見られない。 

 
（写真）左：真崎海岸入口付近／中央：沼の浜キャンプ場（トイレ）／右：三王岩の眺望 
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＜崎山地区＞ 

環境省『日本の快水浴場百選』に選ばれた「女遊戸海水浴場」や、海水浴場から徒歩 2 分に位置する

「中の浜キャンプ場」では、家族連れや若者を中心に多くの観光客でにぎわっていたが、地震以後、キ

ャンプ場は消失しており、元の姿を留めていない。「女遊戸海水浴場」は、瓦礫などが散乱しており、利

用不可能である。景勝地である「姉ヶ崎」への通行道は地震による影響は見られず、展望台へ通行可能

である。なお、姉ヶ崎フィールドハウスはその機能を浄土ヶ浜ビジターセンターへ移行したため、営業

中止となっている。「潮吹穴」は、遊歩道が整備されているが、倒木のため通行禁止となっている。 

 
（写真）上段左：女遊戸海水浴場／上段中央：中の浜キャンプ場（トイレ）／上段右： 中の浜キャンプ場（炊事場） 

下段左：姉ヶ崎展望台への通行道／下段中央：姉ヶ崎展望台からの眺望／下段右：潮吹穴遊歩道入口 

 

③観光復興に向けた所感 
従来から宮古市の観光の中心であったリアス式海岸特有の景観資源への影響は少ないものの、周辺の

インフラやアクセス道に地震の影響が見られる。まずはトイレ、遊歩道、レストハウスなど利便施設の

復旧と、観光船などのアクティビティの早期再開が望まれる。また、環境省『日本の快水浴場』に選出

される海水浴場 3 ヶ所（真崎海岸、女遊戸海岸、浄土ヶ浜海水浴場）にはキャンプ場が併設されており、

海水浴とキャンプ場が合わせて利用されていたが、今回の地震によりキャンプ場が消失しており、従前

通りの利用へ回復するためには時間を要すると思われる。復興に当たっては、景勝地周辺のインフラを

優先的に回復させ、海岸や沿岸部に位置するキャンプ場については、中長期的な視点に立った復興が必

要だろう。 
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（7）山田町 
【調査日：平成 23 年 5 月 16 日】 
 

①従前の観光資源の状況 
山田町には、「オランダ島」、「荒神海水浴場」といった海水浴利用を主とした資源があり、夏場は家族

連れ客でにぎわっている。また、同町には「赤平金剛」、「大釜崎」といった景勝地が点在している。船

越半島の付け根部分に「鯨と海の科学館」があり、観光の核となっている。 
 

②地震後の観光資源の状況 
＜タブの大島＞ 

「タブの大島」は、大槌町方面より国道 45 号線で船越半島方面へ北上する手前に存在する「四十八

坂」から鑑賞することができる。は、四十八坂からは、「タブの大島」だけでなく、船越半島の集落と太

平洋を一望することができる。 
「タブの大島」の利用に当たっては、四十八坂展望台の柵が地震により損壊し一部スペースは立ち入

り禁止となっているが、一定の制約の上であれば観光利用が可能である。また、併設のドライブインは

営業を行っている。四十八坂は JR 山田線の最寄り駅より離れており、もともと徒歩利用が困難な地点

である。車での通行は可能であるため、観光利用に関する問題は少ないといえる。 

   
（写真）左：四十八坂入口看板／中央：損壊した柵／右：タブの大島（写真右奥） 

 

＜鯨と海の科学館＞ 

「鯨と海の科学館」は、船越半島の付け根部分に位置する博物館である。周辺に存在していた船越家

族旅行村の関連施設は損壊している。 
「鯨と海の科学館」の建物自体は、目視では影響は見られない。しかし、同施設の利用にあたっては、

周辺ががれき置き場となっている状況であり、現状では観光利用は不可能である。報道によると、展示

物の多くは浸水被害に遭ったものの、目玉であるマッコウクジラの骨格標本はそのままの状態で残って

おり、職員らが再開に向けて展示物の修復作業を進めている（平成 23 年 4 月 4 日付読売新聞、4 月 7
日付 NHK）。 

（写真）鯨と海の科学館（写真中央の白い建物）とその周辺 
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＜船越半島＞ 

船越半島内には、「荒海海水浴場」と「大釜崎」、「赤平金剛」がある。「荒海海水浴場」の利用に当た

っては、荒神地区への道路が通行禁止となっており、現状では観光利用は不可能である。「大釜崎」、「赤

平金剛」の利用に当たっては、船で鑑賞する資源という特性上、町内の漁港が損壊している状況であり、

現状では観光利用は不可能である。半島内の沿岸部は、甚大な被害を受けている。半島内の道路状況は

悪く、ガードレールの損壊や道路のひび割れが起きている。 

 

（写真）左：船越港／中央：漉磯海岸／右：半島内の道路 

 

＜オランダ島、明神崎＞ 

「オランダ島」は、夏期に山田漁港からの連絡船が運航されており、海水浴場として利用されている。

オランダ島の利用に当たっては、山田漁港の観光船発着所が損壊している状況であり、現状では観光利

用は不可能である。「明神崎」は町の北部にある景勝だが、同地も船から鑑賞する資源であり、漁港が損

壊している状況から、現状では観光利用は不可能である。 

  

（写真）左右ともに山田漁港 

 

③観光復興に向けた所感 
山田町は、船から鑑賞する資源が多く、町内や釜石市の漁港復旧と、観光船を確保しない限りは観光

利用が困難であると考えられる。「四十八坂」の展望台は施設の一部（柵）に軽微な影響が見られるが、

柵が復旧すれば震災以前と同様の観光利用が可能である。 

船越家族旅行村や山田漁港近辺の宿泊施設が損壊しているため、現状で宿泊客の受入は困難である。

漁港と観光船が復旧した段階で、景勝地を巡る日帰りツアー等による観光振興が可能性としてあげられ

る。 
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（8）大槌町 
【調査日：平成 23 年 5 月 16 日】 
 

①従前の観光資源の状況 
大槌町には、海水浴やサーフィンのスポットとして知られている「浪板海岸」がある。周囲には、キ

ャンプ場や宿泊施設もあり、夏期は家族連れでにぎわう。 
 

②地震後の観光資源の状況 
＜浪板海岸周辺＞ 

「浪板海岸」は、海浜と松林の大部分が消失している。浪板海岸の利用にあたっては、国道 45 号線

沿いの歩道下はがれきの撤去が完了しておらず、立ち入り禁止の掲示がある状況であり、一定の制約の

上であれば景色を楽しむ程度の観光利用が可能である。 
海岸付近にはキャンプ場、交番、サーフショップが所在していたが、消失している。海岸の南側には

宿泊施設（浪板観光ホテル）が営業していたが、津波により 3 階部分まで浸水している。5 月 31 日現在、

同ホテルは営業を休止している（出典：http://wwwtb.mlit.go.jp/tohoku/saigai/ks.pdf） 
海岸へは、国道 45 号線が開通しているため、釜石方面からも山田町方面からも車により通行可能で

ある。しかし、JR 山田線が 6 月 2 日現在、釜石～宮古駅間の上下線で終日運転を見合わせているため、

最寄り駅である浪板海岸駅からの観光利用が不可能である。 

   

（写真）左：国道 45 号線と繋がる階段前の掲示／中央：浪板観光ホテル全景／右：海岸全景 

 

③観光復興に向けた所感 
大槌町は町全域が甚大な被害を受けており、沿岸部における多くの建造物が全壊、損壊している。観

光施設や宿泊施設もその例外ではない。観光客受け入れは、これらの施設や鉄道によるインフラを復旧

と復興の方向性と大きく関わると思われる。 

浪板海岸をはじめとした海岸の観光資源は、海浜そのものが消失している箇所が多い。人工海浜を造

成しない限りは、中長期的に見ても海水浴による観光利用は難しいと考えられる。浪板海岸ではサーフ

ィンスポットとしての利用も行われていたが、利用の再開に向けては、漂着物、汚染物の撤去や安全確

認が必要条件となるであろう。 
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（9）釜石市 
【調査日：平成 23 年 5 月 30 日】 
 

①従前の観光資源の状況 
釜石市は、近代製鉄の発祥の地として日本の発展に貢献してきた街で、陸中海岸の交流拠点であり、

豊かな自然と海の幸にも恵まれている。海浜や半島といった、自然の地形により形成された観光資源の

ほか、「釜石大観音」や「鉄の歴史館」といった人文資源も点在している。 
 
②地震後の観光資源の状況 
＜箱崎半島周辺＞ 

箱崎半島の北側の付け根に位置する「根浜海岸」は、地震の影響により一部消失しており、元の姿を

全く留めていない。このため現状では観光利用は不可能である。 

 

（写真）左：根浜海岸／中央：箱崎半島への南側からの進入道路／右：鵜住居町付近 

 

＜釜石港・鎌崎半島＞ 

釜石港には、深度についてギネスブックに登録されている「釜石港湾口防波堤」があるが、地震の影

響は見られず、利用にあたっても影響は見られない。この防波堤への通行にも影響は見られない。倉庫

だったと思われる建物が半壊しており、瓦礫も若干散乱しているが、かなり片付けられている。ホテル

と旅館が一軒ずつ見られたが、いずれも損壊していた。 
釜石港周辺にある鎌崎半島には、「釜石大観音」と「鉄の歴史館」がある。「釜石大観音」は、入館は

可能であるが、3 階までの入場となっており、展望台の利用は不可であるため、一定の制約のうえであ

れば観光利用が可能である。通行には影響は見られず、有料駐車場も営業していた。付近には宿泊施設

が 2 軒あり、外見上の影響は見られなかった。飲食施設も複数あり、外見上の影響は見られなかった。 
「鉄の歴史館」は、外見上の影響は見られなかったが、自衛隊の拠点となっていたため、現状では観

光利用は不可能である。 

 
（写真）左：釜石港湾口防波堤／中央：釜石港付近倉庫／右：釜石港付近ビジネスホテル 
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（写真）左：釜石大観音外観／中央：釜石大観音の敷地内歩道／右：釜石大観音内展望台への通路 
 

③観光復興に向けた所感 
釜石市は、海岸付近は地震の影響を直接的に受けているため、散乱している瓦礫や損壊している建物

などが目立つ場所も多い。そのため、これらの撤去が進まない限りは、従前のような観光客の利用は難

しいと考えられる。 

また、瓦礫の撤去等が進めば、釜石港周辺の観光資源の被害は比較的軽微であり、外観からは影響が

見られない宿泊施設や飲食施設も一定程度あることから、中長期的に見ればこれまでと同様の観光利用

は可能であると考えられる。 

なお、「根浜海岸」については、海浜そのものが消失していることから、人工海浜を造成しない限りは

中長期的に見ても観光利用は難しいと考えられる。 
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（10）大船渡市 
【調査日：平成 23 年 5 月 30 日】 
 

①従前の観光資源の状況 
大船渡市では、国の名勝・天然記念物、日本の渚百選に指定されている「碁石海岸」が観光の核とな

っている。その他、漁師体験などの体験観光、三陸漁場でとれた魚介類を活かしたグルメ観光、白い海

浜が人気の「吉浜海水浴場」などの魅力を持つ観光地である。 
 

②地震後の観光資源の状況 
＜碁石海岸一帯＞ 

碁石海岸一帯には、「碁石浜」、「碁石岬」、「穴通磯」など陸中海岸国立公園を代表する自然景観や、大

船渡の市花でもあるツバキを植栽展示した「世界の椿館」などが点在する。「穴通磯」や「碁石岬」から

見られる奇岩などの資源に影響は見られない。しかし、碁石海岸の名前の由来となった「碁石浜」につ

いては、地震の影響によって海浜の規模が縮小、面している道路が損壊しており、その一部について重

大な影響が見られる。また、「世界の椿館」については、外観からの目視では影響は見られないが、施設

内が損壊しており休館中であり、その一部について軽微な影響が見られ、現状では観光利用は不可能で

ある。碁石浜前の民宿は休業中であったが、レストハウスや碁石岬前の売店は営業を再開していた。ま

た、碁石岬にある公衆トイレも通常通り使用できる。なお、碁石海岸一帯に至るまでの道路が一部損壊

し、段差が生じているが、走行に大きな問題はない。 

 

 
（写真）上段左：穴通磯／上段中央：碁石岬展望台／上段右：碁石岬展望台から見た風景 

下段左：碁石岬前飲食施設／下段中央：碁石浜／下段右：世界の椿館外観 

 

＜吉浜海岸周辺＞ 

吉浜湾の奥に位置する「吉浜海水浴場」は、地震により海浜が消失しており、元の姿を全く留めてい

ない。利用に当たっては、海岸前の道路が損壊、残骸がそのままの状態となっており、現状では観光利

用は不可能である。なお、付近の市街地は海岸から少し高台にあるため、目視では地震による影響は見

られない。 
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（写真）左・中央：吉浜海水浴場／右：吉浜海水浴場へのアクセス道路 
 

③観光復興に向けた所感 
吉浜海岸周辺、大船渡市街地周辺は、地震による被害により資源そのものが消失していることから、

今後の観光利用は難しい。しかし、吉浜海岸に関しては、道路の復旧が進み、さらに、砂を入れること

が可能であれば、周辺地域の被害が少ないため、中長期的には利用可能と考えられる。 

一方、大船渡市の観光の核である碁石海岸一帯は、景勝地としての観光資源そのもの魅力は失われて

おらず、現状でも観光利用が可能である。一部道路の補修などが必要ではあるが、今後も、大船渡市の

観光拠点となり得るだろう。 
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（11）陸前高田市 
【調査日：平成 23 年 5 月 31 日】 
 

①従前の観光資源の状況 
陸前高田市には、日本の渚百選に選定されている「高田松原」や沿岸部の島々といった自然資源のほ

か、「玉山金山跡」などの人文資源も点在している。 
 

②地震後の観光資源の状況 
＜玉山金山跡周辺＞ 

「玉山金山跡」は、陸前高田市の中でも気仙川からは距離のある山間にあったこともあり、地震の影

響は見られない。利用に当たっても影響は見られない。付近にある簡易旅館玉の湯は営業中である。 
玉山金山跡へは、内陸部からの通行は地震の影響は見られない。市街地側からは、気仙川に近いため

瓦礫などが散乱しているものの、通行には影響は見られない。ただし、玉山金山跡は私有地であるため、

立ち入りを禁じられている。ガイドツアーが実施されることはあるが、それ以外の利用は難しい。 

 

（写真）左・中央：玉山金山跡入り口／右：玉山金山跡に立地する宿泊施設（玉の湯） 
 

＜広田半島周辺＞ 

広田半島は海に面しているものの、高台が多くまた湾状ではないため、海岸付近を除いて地震の影響

は軽微である。広田半島は、ウミネコ繁殖地である「椿島」や、「黒崎神社」、「オートキャンプ場モビリ

ア」があり、いずれも地震の影響は見られない。「オートキャンプ場モビリア」については、仮設住宅の

建設など被災者の受け入れ準備が進んでおり、現状では観光利用は不可能である。ウミネコ繁殖地であ

る「椿島」や、「黒崎神社」の利用に当たっては、影響は見られない。 
広田半島へは、道路が損壊している場所がいくつかあるものの、仮設の砂利道を利用することで通行

可能である。半島内の道路は多少の凹凸があるものの、地震による影響は軽微である。 
広田半島内では、給水を求める張り紙が多数みられたため、上水道が止まっている可能性がある。 

 
（写真）左：青松島と椿島／中央：黒崎神社／右：黒崎神社本宮 
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（写真）左：黒崎仙峡展望台／中央：オートキャンプ場モビリア／右：広田半島内の道路(消失) 

 
＜高田松原周辺＞ 

「高田松原」は、海浜と園地が消失しており、元の姿を全く留めていない。一本だけ残ったといわれ

る松の木も枝葉はなく、国道 45 号線からは散乱している瓦礫の向こうにわずかに見えるのみであった。

「海と貝のミュージアム」は損壊しており、その一部について重大な影響がみられる。 
陸前高田市は沿岸部が津波によりほぼ流失しているため、そのほか商業施設もまったく見られない。 

 

 
（写真）上段左：海と貝のミュージアム／上段中央：高田松原／上段右：高田松原（一本だけ残ったといわれる松の木） 

下段左：道の駅高田松原／下段中央・右：高田松原市街地 
 

③観光復興に向けた所感 
海岸付近は津波の影響を直接的に受けているため、ほぼ建物はなく、散乱した瓦礫が目立つ。陸前高

田市の中核的な観光資源である「高田松原」が消失しており、また沿岸部の道路は橋の消失などにより

寸断されているため、短期的および中長期的にみても、これまでと同様の観光客の利用は難しいと考え

られる。 

ただし、「玉山金山跡」や広田半島については、地震の影響は軽微であり、観光客の利用も一定程度は

可能であると考えられる。 
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（12）気仙沼市 
【調査日：平成 23 年 5 月 25 日～26 日】 
 

①従前の観光資源の状況 
沿岸域は半島や複雑な入り江など、変化に富んだリアス式海岸を形成しており、唐桑半島や「岩井崎」

は景勝地として利用されていた。全国有数の水揚げ高を誇り気仙沼湾の周辺は、魚市場などの海産物や

港の景観など漁業に関わりの深い観光が根付いていた。「岩井崎」以南は遠浅の海岸線で、透明度の高い

海と白い海浜は夏場の海水浴に利用されていた。 

 

②地震後の観光資源の状況 
＜内湾・魚市場地区＞ 

この地区は、魚市場や漁港を有する気仙沼の産業の中心地であったが、津波により建物の多くが浸水

した。調査時、地区内の道路は“工事車両のみ通行可”“地盤沈下により浸水時通行不可”等の制約があ

り、湾周辺の宿泊施設（ホテル望洋等）は、復興工事関係者の拠点となっていた。 
「気仙沼魚市場」および「海の市・氷の水族館（シャークミュージアム）」は、津波により 1 階部分

が損壊し、営業を中止している。「海の道（出漁準備岸壁）」には、打ち上げられた漁船が撤去されずに

残っている一方で、津波時に沖に出ていて被災しなかった漁船も着岸している。「魚町屋号通り」の情緒

ある木造の建物の多くは損壊した。湾内を一望できる「神明崎・浮見堂」は、シンボルであった朱塗り

の御堂が津波により損壊したものの、岬の上の神社への影響は見られなかった。魚市場などは、加工・

流通を含めた漁業の復活が短期的には難しいことから、従来通りの観光客の受け入れには時間を要する。 

 
（写真）上段左：気仙沼市魚市場／上段中央：海の市・氷の水族館／上段右：魚町屋号通り 

下段左：海の道（出漁準備岸壁）／下段中央：浮見堂／下段右：神明崎からの眺め 

 

＜唐桑地区＞ 

唐桑半島の北側一帯は大理石の岩礁が連なり、「大理石海岸」も観光スポットの一つであるが、地震後

は倒木や土砂崩れにより、海岸への道路が閉鎖されている。「巨釜・半造」は、遊歩道の一部は通行でき

ないものの、海中から突き出た奇岩（折石）への影響は見られない。レストハウスやキャンプ場はボラ

ンティア拠点として利用されており、現在営業を停止している。 
鳴き砂で知られる「九九鳴き浜」は、海浜には瓦礫などが散乱しているが、鳴き砂への影響は見られ
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なかった。内陸にある「唐桑半島ビジターセンター（津波体験館）」への影響は見られず、通常通り営業

していた。「御崎」については、遊歩道に倒木や崖崩れがあるなど、その一部に軽微な影響が見られたが、

観光利用は可能であった。 

 
（写真）上段左：大理石海岸（駐車場）／上段中央：大理石海岸（遊歩道）／上段右：巨釜・半造（折石） 

下段左：九九鳴き浜／下段中央：唐桑半島ビジターセンター（津波体験館）／下段右：御崎 

 

＜岩井崎地区＞ 

陸中海岸国立公園の南端に位置する「岩井崎」については、岬からの眺望や潮吹き岩への影響は見ら

れない。舗装やトイレが損壊しているものの、一定の制約の上であれば観光利用が可能である。「秀の山

雷五郎像」は移動しているが像自体の損傷は見られない。「岩井崎プロムナードセンター」については、

建物が骨組みを残し全壊しており、現状での観光利用は不可能である。「お伊勢浜」についても、一帯も

津波により浸水し、周辺建物が全壊、海浜も消失している。 

 
（写真）上段左：岩井崎（入口付近）／上段中央：岩井崎（潮吹き岩）／上段右：岩井崎（秀の山雷五郎の像） 

下段左：岩井崎プロムナードセンター／下段中央：お伊勢浜付近／下段右：お伊勢浜 
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＜本吉地区＞ 

「はまなすステーション」については、津波により 2 階部分まで浸水し、直結する JR 大谷駅も損壊

している。「大谷海水浴場」も海浜が消失していた。そのような状況の中で、隣接する駅は仮設トイレを

設置するなどして営業を再開していた。震災前、白砂青松で知られる「小泉海水浴場」については、ア

クセス道路も舗装が損壊しているため、車で近づくことが難しい上、周辺一帯の建物が浸水し元の姿を

全く留めていない。海浜自体も瓦礫が散乱、海浜が消失し現状での観光利用は不可能である。 

 
（写真）上段左：はまなすステーション／上段中央： JR 大谷駅／上段右：はまなすステーション（大谷海岸道の駅） 

下段左：大谷海水浴場／下段中央：小泉海水浴場付近／下段右：小泉海水浴場 

 

③観光復興に向けた所感 
「大理石海岸」や「岩井崎」では、資源についての影響はみられないが、気仙沼観光の目玉であった

「気仙沼市魚市場」など漁業に関連する施設に重大な影響が見られる。直接的な観光資源ではないが、

加工施設や冷蔵倉庫の倒壊、漁船の流出など気仙沼の最大の産業である漁業そのもののダメージが大き

いことから、従前通りの利用には時間を要するものと考えられる。また。周辺のインフラ整備やアクセ

スの部分で地震の影響を受けており、これらの復旧が第一に望まれる。 
一方、比較的被害の少なかった「巨釜・半造」では、駐車場やレストハウス、トイレ、キャンプ場が

ボランティアセンター拠点として利用されており、これらの活動が長期化した場合は、園内の利用にも

影響がみられる。 
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（参考）松島町・東松島市 
【調査日：平成 23 年 5 月 27 日】 
 

①地震後の観光資源の状況 
＜松島地区（松島町）＞ 

東北を代表する観光地である松島一帯は、他地域に比べると地震・津波の被害の影響は軽微である。

200余の松島の島々が津波を軽減させたと言われている。沿岸部の観光施設や商店街は津波によって 1m
程度の浸水があり汚損が見られる。沿岸の園地部分は柵や植木の汚損、流木・瓦礫などが見られ、一部

に通行禁止の部分は残るものの、回復は進んでいる。 
遊覧船の運行は通常に近い状態で再開されており、松島の景観を陸・海から眺めることに大きな支障

はない。「瑞巌寺」、「五大堂」、「観瀾亭」などの歴史資源についても一部に地震による灯篭の倒壊などが

見られる以外に大きな影響は見られず、通常通り観覧が可能な状況に回復している。観光施設である「マ

リンピア松島水族館」は 1 階部分の浸水など大きな被害はあったが建物に大きな影響はなく、安全点検

を実施した上で 4 月末から営業を再開している。宿泊施設については沿岸部で 1 階部分の浸水が見られ、

一部に修復中の施設もある。しかし沿岸部に立地していない施設も多く、大部分の宿泊施設は営業可能

な状況である。沿岸部の土産品店、飲食施設は概ね営業を再開している。しかし、土産品店、飲食施設

は海産物などの被害の影響で地元産の海産物が提供できない状況にある。 
再開できていない観光施設などは雄島（渡月橋修復中のため）、福浦島（福浦橋修復中のため）、藤田

喬平ガラス美術館である。 
 
【参考：観光協会による復興情報の発信】 
上記の状況の中で、松島観光協会では『松島観光復興情報』を定期的に発信し、観光施設、宿泊施設、

飲食店、土産品店の営業状況を観光客、旅行会社などに発信している。 
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（写真）上段左：沿岸部の商店街／上段中央：遊覧船の様子／上段右：マリンピア松島水族館 
下段左：園地展望台）／下段中央：五大堂／下段右：観欄亭 
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＜奥松島地区（東松島市）＞ 

奥松島地区は市街地の約 65%が浸水するなど、津波浸水区域の割合は震災被害市町村の中でも最も高

くその被害も甚大である（東松島市 HP より）。 
特に松島から奥松島（宮戸島）に至るルートは道路の地震の影響が大きく、現状での観光利用は不可

能である。 
観光資源である多くの海水浴場も大きな影響があり、瓦礫などの散乱とともに海浜が消失するなど、

観光利用にはまだ時間を要する。 

 
（写真）上段左・中央・右：野蒜海岸周辺 

下段左：野蒜海岸周辺／下段中央大高森周辺／下段右月浜海水浴場周辺 

 

②観光復興に向けた所感 
東北の観光の中心である松島の景観への影響は少なく、観光船などのアクティビティや寺社、水族館

等の観光資源もいち早く営業を再開している。今後の東北観光の復興の拠点として期待される役割は大

きい。 
一方、奥松島を含めた松島周辺地域は、地震による海浜の景観や海浜等の観光資源、食の魅力である

水産資源等への影響が、大きい。そのため、松島を拠点として周遊観光を実施する際にはこれまでとは

異なる観光資源、魅力を設定することが必要である。特に、資源そのものへの地震の影響が少なかった

景勝地をつなぐ観光、再開している宿泊施設や飲食店、土産品店等と連携した観光の設定等、早期に可

能な周遊観光を優先的に復興していくことが必要である。 
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第 2 章 陸中海岸地域の観光復興に向けた論点整理 

2-1 観光資源の状況 
 
（1）資源（利用）タイプ別にみた状況 
①自然資源 
ア 海浜（海水浴場） 
海水浴場としての海浜は、その多くが損壊した堤防の破片などの構造物が打ち上げられているなど、

安全性や景観などの面で重大な影響を受けている。また、資源そのものに対する影響はゴミや流木、瓦

礫の散乱などの比較的軽微なものに留まっていても、シャワーやトイレなどの施設が損壊、消失してい

るなど、その多くが重大な影響を受けている。 
 
イ 海浜（景勝地） 
景勝地としての海浜は、その多くが、資源そのものが損壊などの重大な影響を受けていたり、または

消失している。また、同時に海浜の背景としての松林なども、消失など重大な影響を受けているものも

あり、一体的な景観ごと消失しているものも見られる。 
海浜の景観は陸中海岸地域を象徴する重要な要素であり、また松林は防風林・防砂林としての機能や、

緑陰を提供する機能など、観光以外の面でも機能が期待できることから、従前のような海浜と後背地の

松林などが一体となった環境づくりに取り組んでいくことが望まれる。 
また、団体バスや自家用車などによる周遊型の観光が中心である同地域においては、車窓からの海浜

の景観も観光客にとっては地域イメージを印象づける重要な要素であることから、沿道からの視線も意

識した景観づくりも必要となる。 
 
ウ 島（遠景としての眺望対象） 
遠景としての眺望対象としての島については、資源そのものに対する影響は比較的軽微なものに留ま

っていても、例えば船上から楽しむものについては、遊覧船が営業停止しているために観光利用が不可

能となっているなど、利用に当たって影響が見られる。 
また、遠景からは影響が見られなくても、植生に重大な影響が見られるなど、近景として楽しむにあ

たって重大な影響が見られるものもある。 
 
エ 岩・岬・島（洋上・陸上の展望施設からの眺望対象） 
洋上・陸上の展望施設からの眺望対象としての岩や岬、島については、その多くが資源そのものに対

する影響は見られない。また、その多くが展望施設などの利用の面でも影響は見られないが、一部にお

いて通行やトイレ施設などの安全性や利便性の面で軽微な影響が見られるものもある。 
 
②観光施設・人文資源 
ア 観光施設・キャンプ場 
沿岸部に立地している観光施設やキャンプ場については、地震によって資源（施設）そのものが損壊

や浸水といった重大な影響を受けているものがある。 
一方、内陸部に立地しているものについては、その多くが資源（施設）そのものには影響が見られな

い。ただし、その場合にも施設が被災者の避難所や仮設住宅用地として利用されていたり、ボランティ

アセンターや自衛隊など震災復旧（復興）関係者の拠点として利用されていたりするなど、その多くは

観光利用が不可能な状況にある。 
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また、海浜に隣接しているキャンプ場などは資源（施設）そのものが消失しているものがある。 
 
イ 地域景観（町並みなど） 
観光資源としての番屋などの漁村の街並みや港町の町並みのうち、沿岸部に立地しているものについ

ては、損壊など重大な影響が見られるものや、資源そのものが消失しているものは少ない。 
 
ウ 社寺仏閣 

観光資源としての社寺仏閣は、その多くが内陸部（高台）に立地しており、影響は少ない。 
 

（2）地域別にみた状況 
①北部 

洋上や陸上の展望施設から楽しむ対象としての岩や岬、島などの景観資源については、北山崎（田野

畑村）や浄土ヶ浜（宮古市）、熊の鼻（岩泉町）など、主に陸中海岸地域の北部に多く分布しているが、

それらについては資源そのものに対する地震の影響は比較的軽微なものが多い。ただし、そのような資

源のうち、日出島やローソク岩（いずれも宮古市）など、船上から楽しむものについては、遊覧船が営

業停止しているために観光利用が不可能となっている。 
 

②南部 
陸前高田市や大槌町などを中心とする陸中海岸地域の南部では、いわゆる「白砂青松（はくしゃせい

しょう）」と呼ばれるような海浜とその背景としての松林などの景観が存在しているが、資源そのものが

消失している場合もあり、その際には新たな観光魅力をもった資源を創出する必要がある。 
 

③全域 
三陸海岸観光において代表的な立ち寄り箇所である北山崎（田野畑村）、浄土ヶ浜（宮古市）、龍泉洞

（岩泉町）といった観光資源については、資源そのものに対する地震の影響は比較的軽微であるが、観

光資源を快適かつ安全に利用するためのトイレやゲストハウスなどの施設が被害を受けている。 
海水浴場としての海浜については、十府ヶ浦（野田村）や普代浜（普代村）、真崎海岸、女遊戸（いず

れも宮古市）、浪板海岸（大槌町）など、陸中海岸地域の全域にわたり、重大な影響を受けているものが

見られる。 
また、普代浜や女遊戸などの海水浴場では、海浜に隣接して立地するキャンプ場についても、それら

の多くで資源（施設）そのものが消失している。 
また、観光施設についてみると、もぐらんぴあ（久慈市）や鯨と海の科学館（山田町）海と貝のミュ

ージアム（陸前高田市）など、陸中海岸地域の全般にわたり、沿岸部に立地しているものについてはほ

ぼ例外なく地震に重大な影響を受けて営業を停止するなどしている。 
一方、観光施設のうち、内陸部に立地しているものについては施設そのものに対する影響は見られな

いものの、施設が被災者の避難所や仮設住宅用地として利用されていたり、ボランティアセンターや自

衛隊など震災復旧（復興）関係者の拠点として利用されていたりするなど、その多くは観光利用が不可

能な状況にある。 
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2-2 観光復興に向けた論点 
 
観光資源の現状を踏まえ、陸中海岸地域の観光復興に向けた取組を検討するに当たって、論点となる

ことが想定される主な項目を以下の通り抽出した。 
 
（1）基本的な考え方 

○地域社会（住民や地域団体）が主体となった観光復興の方向性の検討 
 
○観光的な魅力を持ったコミュニティ（「結い」の力や知恵を活かした生活文化）の創出 

 
○観光を活かした地域産業の育成（「漁業」と海資源を活用した観光の連携） 

 
○陸中海岸地域らしい海辺の風景の創出 

 
○非常時における観光客の安全確保（避難路の確保と日常的メンテナンス、非常時の情報伝達と避難

誘導） 
 

○周遊型観光を受け入れる宿泊拠点の創出 
 
（2）観光魅力の創出 

○周遊型観光の復興 
例：代表的な立ち寄り箇所であり、地震の影響が軽微な「北山崎」（田野畑村）、「浄土ヶ浜」（宮古

市）、「龍泉洞」（岩泉町）を核とし、新たな内陸資源と組み合わせた周遊型観光の復興 
 
○復興プロセスと観光の融合 
例：ボランティア観光ツアー、復興の象徴としての高田松原の一本松の再生および植林、アワビや

ワカメのオーナー制度 
 
○観光的視点に配慮したインフラ整備 
例：観光対象となる港湾施設や堤防、車窓からの景観を意識した沿道の環境整備 

 
○「陸中ジオツーリズム」のプログラム化 
例：モニュメントパーク（被災状況の保存）、避難路にもなる遊歩道、陸中海岸地域に特有のリアス

式海岸地形と地震の痕跡を活用した環境学習 
 
○生活文化観光の推進 

例：観光客が住民とふれあい、暮らしに学びながら地域に貢献する新しい観光・交流スタイル 
 

○エコツーリズムを通した地域資源の活用と管理 
例：解説つきツアーの開発、海岸トレッキング、海辺の生き物観察 
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（付記事項） 
・本調査における観光資源の状況把握や論点抽出に当たっては、調査員の目視によって把握できた範囲

の情報を元にしており、詳細な状況把握については別途関係者への聞き取り調査などを行うことが必

要である。 
・本調査は観光客を引きつける魅力の源泉となる観光資源の状況把握に主眼を置いて実施したが、陸中

海岸地域における観光振興を検討するに当たっては、下記のような項目についても、より詳細な状況

把握を行うことが重要となる。 
 
○宿泊業 
・宿泊施設や事業者の状況 
 
○農業・漁業 
・機材や設備、人材の状況 
 
○体験観光（自然体験プログラム） 
・拠点とする施設 
・使用する設備や機材 
・実施のためのノウハウや人材 
 
○交通・運輸 
・鉄道（施設や設備、事業者の状況） 
・バス（    〃    ） 
 
○土産品 
・製造（施設や事業者の状況） 
・販売（    〃    ） 
  
 




